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雪国の植物　ユキツバキ18

ユキツバキ群落の保護
石沢進

ユキツバキは雪国の代表的な日本海側の植物である。し

かし、ユキツバキが群生する地域は、単に雪の砧もるとこ

ろならばどこにも生育するわけではない。北陸地方の夢雲

地域でも関られたところにしか生育していない。世界のツ

パキ属の中でも舐雲と血も関係の深い植物で、日本間有の

分類群として位近づけら机、極端な表現与すれば、地球上

でも日本の雪国に限って生背する代表的な植物である。そ

の植物の生育する植物群蕗の保証をめぐる現状を考え、そ

の保全の方向を目指すことが、極めて重要と考えている。機

会あるごとに植物に関連する話題の中におりこみ、同意を

求めてきている。改めて全員の方々にもお願い喜申し上げ、

ご協力喜頂きたいと思い、業態の一部を取り上げる。なお、

本件に皿址しては、本誌7号「現存するブナーユキツバキ群

語の分布」、11号「1ナ原生林とモの保護について」、lE号「址

悪運畔の森林生態系保証地域」に掲載してある。

ここでは、営林局で指定した県内におけるユキツバキ群落

について主に取り上げ、県や市町村の保護の現状について

は、断片的な取り上げ方に止め、さらに情報を収集した上で、

別の撒会に内容の記述をしたいと考えている。

営林局におけるユキツバキ田語の保全のための指定地域

に政の2ヶ所がある。

H植物群落保護林加治川ブナ・ユキツバキ

21埠里の森菅名岳のブナ林
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保全地域」に隣接して加治川流域にあり、その地域を保護　　の

対象地にするよう提案した。その結果、「植物群落保護林

加治川ブナ・ユキツバキ」の名称で生態系保存地域と切り

離して別件の保護対象として認めて頂いた経緯がある。

この地域をあえて指定して頂いた意味は、松ノ木穴沢と四

郎左工門沢との間にユキツバキの分布限界があり、加治川

下流の松ノ木穴沢には生育するが、上流の四郎左工門沢に　　’　　　　　　　　”t．

は分布がみられない。その分布の限界の要因を探る手掛　　　　＿

・と一一

1）植物群落保護林　加治川ブナ・ユキツバキ　　　　　　　　2）郷土の轟　菅名岳のブナ林

　　営林局は「飯豊山周辺森林生態系保全地域」として広大　　　　　菅名岳のブナ林の保護に関連しては、1986年に端を発し

な面積を保護地に指定したが、その中には「ユキツバキ群　　　　（詳細は本誌1号「日尊倉山・菅名岳ブナ林に関する情報」参

　落」が含まれていない。飯豊山は日本海側の代表的な自然

が残された地域であり、特に新潟県側の山麓には、ブナー

ユキツバキ群落のすぐれた状態のところがあるが、その群　　　　　　　　　　　　．
落の分薇をほとんど含んで。ない．、、うな楓。糀　　　1993年L平成5年）6月3日（木闘

側の腋的な森欄落が含まれて。な、、「森林蟷系保全　　新　潟　日　報（夕刊）

地域」として指定されている。つまり、ほぼ梅抜1，000皿以

上の地域に限られていて、「森林」としていのイメージで

ないところが指足の対象地になっている。飯蟄山の雪国

の森林を代表する地域を含めて「飯豊山周辺森林生態系保

全地域」として指定することを強く要求したが、当時の状

灘濃畿灘凝薦1繍滋繍邉
画が既に堤示され、それに抵触する地域を含めれることが　　膿

難し・との判断であ・たように思う．・・までもブナーユ峯

キツバキ群落を「飯豊山周辺森林生態系保全地域」に含め　　　思

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す
得なかった、当時の委員の一人として残念に思い、その重　　嘉

艶の説得ができなか・た・とに後悔して・る．　莫

　しかしながら、私の主張に営林局としては全く理解を示　　貌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日
さない訳ではなく、別件の配慮をして、ブナーユキツバキ　　葱

群落の一部を保全することで一応の決着を得た。　　　　　聖

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
ブナーユキ・バキ群駄・の「飯豊山周辺森林鰭系誓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舞

　蓉

婁彗
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　照）、多くの方々の声が、営林局に対してブナ林の保護を要　　　　3）県立自然公園

　望することでもりあがった。特に・地元で組織された「菅　　　　　　二王子岳、五頭連峰など指定地され、その地域内にブ

　名岳を守る会（会長坂ロー郎氏）」の昭和62年から平成　　　　　ナーユキツバキ群落が分布する。しかし、その規模や種

　5年に渡る活動の結果・最終的には・平成5年5月27日　　　　構成については、一様ではない。ブナーユキツバキ群落

　に五泉市との協定が成立し・平成35年5月まで「郷土の森」　　　　　の広がりなど再調査が必要である。

　として保存することに決着した。この地域も「プナーユキ　　　　4）新潟のすぐれた自然

　ツバキの群落」が広く分布している。新潟市から日帰り　　　　　各地のすぐれた自然を調査し、県の報告書が出版され

　で、その自然林が観察できることから、多くの人々が訪れ　　　　　ており、その中にもプナーユキツバキ群落を含んでいる

　ている。国有林の管理が営林局にまかせられていたが、こ　　　　　箇所が多くある。しかし、掲載された箇所がすべて保全

　のころを境に営林局が森林の管理にあたって住民の意向　　　　　されるという保障がない。

　に注目するようになって、国有林の管理ありかたに方向転

　換の端緒がみえてきたように感じている。　　　　　　　　　［市町村における指定地域］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加茂市加茂青海神社境内のようにユキツバキを大切保存

［新潟県における指定地域］　　　　　　　　　　　　　　　　する努力をしているが、自然の群落中に人工的に植え込む

　県内でブナーユキツバキ群落を主な目的で指定している　　　ような作業を行っている面もあるあるようで、自然の群

地域は少なく、その群落を含んで指定している場合がほと　　　落の保全の観点からは再考を要する。

んどである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市町村でブナーユキツバキ群落を積極的に保護している

　1）県の自然環境あるいは緑地環境保全地域のブナーユ　　　ケースを確認していない。各市町村にあるブナーユキッバ

　　キツバキ群落　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ群落を人手を加えずに保護する市民運動が起こるこ

　　　岩船郡朝日村明神岩　　　　　　　　　　　　　　　　とを願っている。もし具体的な取り組みの実態があるよう

　　　北蒲原郡安田町宝珠山　　　　　　　　　　　　　　　　でしたら、情報の提供をお願いしたい。

　　　長岡市定正院

　　　中魚沼郡川西町長安寺　　　　　　　　　　　　　　　［その他］

　　　西頸城郡能生町鉾ケ岳　　　　　　　　　　　　　　　　　森林公園としてユキツバキ群落の保護

　　　西頸城郡青海町黒姫山（マイコミ平）　　　　　　　　　　森林公園の中でユキツバキが保護されている場合、多く

　2）県の文化財保護地域のブナーユキツバキ群落　　　　　　は上層の樹木と下層のツバキを残している。したがって、自

　　　東蒲原郡鹿瀬町・津川町顧麟山　　　　　　　　　　　　　然林のブナーユキツバキ群落の保護に該当しない。

　　　三島郡出雲崎町小木ノ城山　　　　　　　　　　　　　　　鹿瀬町赤崎山、松之山町大源寺原牧場付近、津南町山伏

　　　西蒲原郡分水町国上山（ただしユキバタツバキの群　　　山などでその実態をみている。これら以外でユキツバキを

　　落）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　守っているケースがあるならば、是非とも情報提供をお

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　願いしたい。

表紙裏の植物解説

シロバナウツボグサ　　Prunella　vutgaris　L

　　　　　　　　　　　　subsp．　asiatica　Hara　f．　albウ70ra　Naka　i

　シロバナウツボグサをはじめて現地で見たのは、両津市北小浦である。株の一部を新潟市に持ち帰り、植えていたとこ

ろ、種子が実って沢山の個体が育ったので、出雲崎大釜谷にも移植したところ、庭の至る所で繁茂している。

最近古い文献を見ていたち、白花のウツボクサは、古くから記録されており、具体的には次のところで採集されてい

る。

　　武州（埼玉県）戸田原：大久保三郎採集［植物学雑誌　第1巻第6号：131，1887］

　　志州（三重県）鳥羽日和山から佐田の浜：梅村甚太郎採集［植物学雑誌　第2巻第20号：204，1888］




